
 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向陽高等学校研究推進部通信 

－真理を求めて世界へ羽ばたけ 

  

第２２号 

平成 29年 

 2月 1日発行 

 昨日、校内学習発表会が行われました。情報、家庭科、外国語科、サイエン

ス部、演劇部など授業や部活動を通して学んだことを発表者達がプレゼンテ

ーションや劇で披露してくれました。教頭先生がおっしゃっていたように、

これからの社会が求めている人材は自分の考えをしっかりと表現できる「自

己表現力が高い人」です。プレゼンテーションの上手さや図表を使って論理

的に説明する術を持つことが重要となるのです。 

 今回、発表者の皆さんは堂々とわかりやすく聴衆に自分の考えを伝えてい

ました。刺激を受けた生徒も多かったと思います。今日の発表を参考に、今

後の自分自身の学習活動に活かしていきましょう。最後に、昨日の発表者の

皆さん、指導していただいた先生方ありがとうございました。 

 

 プレゼンテーション（情報科）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1-3親川 文雅 

学校紹介ビデオ（情報科）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   屋比久翔太･松岡隆斗他 

プレゼンテーション（情報科）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1-1南 凜汰 

プレゼンテーション（家庭科）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-4兼城 竣 

「シリケンイモリの研究Ⅱ」 （サイエンス部）・・・・・1-4 宮國雅士 1-4 城間達実 

                              1-6 城間俊紀 

「イソヒヨドリの研究 3」（サイエンス部）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   1-4 青柳 楽 

「 化学薬品ゼロ！～天然防腐剤の開発～」(サイエンス部）  1-3 大城みなみ 

                              1-4 福里明也 1-5 城間愛梨 

演  劇 「HANABI」 演 劇 部 

クバサキプレゼンテーション（外国語科）  1-1真玉橋奈那美・1-2 知念 日菜子 

グローバルリーダー育成海外短期研修アメリカ高等教育研修  2-6 山城 美涼 

国際性に富む人材育成留学事業長期留学 アルゼンチン    3-2 与那嶺眞子 

 

 

 

 みなさんこんにちは！ 

フィリピンは今も毎日暑い日が続き、夏がずっと終わらないような気分です。(フィリピンの夏は 4 月～6 月なのでいまは夏でもないの

ですが…。)わたしは先週 カオリ島という近くの島に遊びに行きました。小さな島でしたが海も砂浜もすごく綺麗で 4 時間ずっと

泳いでました。沖縄はきっといまが 1 番寒い時期なのではないでしょうか？わたしは来年の冬が耐えられるか心配です。 

 

 今月、わたしはパラワン島に住む日本人の方と会う機会がありました。彼らは、ここでボランティア活動をしており、主な活

動としては、難聴のフィリピン人に聖書を通して手話を教えているそうです。フィリピンには難聴の方が結構いるようですが、

手話を教える学校は少なく、お金もかかることから、多くの人が手話を知らずに不便な生活をしているそうです。そこで彼ら

は、キリスト教の普及しているここで、聖書を通して手話を教えることにしたそうです。わたしの会った日本人のみなさんは、

ここで完全にボランティアで活動しているようで、日本で働いてお金を貯めてそれを生活などの費用にあてているそうです。人

のためにこんなに尽くせるのはすごいなと思います。ちなみに、フィリピンの人気レストランには、お店の壁やメニューにアル

ファベットや簡単な手話が書かれている所もあります。そこでは、難聴の人も店員として雇っているようで、お客さんの私たち

も手話を練習してコミニュケーションをとることができます。 

 

 それから、わたしが今月すごく驚いたことがあります。それは、わたしがレストランに行った時のことです。音楽の大好きな

フィリピンらしいのですが、レストランにはよく、ステージや歌を歌う場所があり、そこに歌を歌ってくれる人やバンドがいま

す。わたしがそのレストランを訪れた日は、たまたま中国人の観光客の人が多く、バンドのみなさんもずっと英語の曲を選んで

歌っていました。それでもわたしはすごいなと思っていたのですが、突然彼らは中国語の歌を歌い始めたのです。周りにいた中

国人のお客さんもノリノリでみんなで大合唱していました。それをみて、わたしはなんだかすごく感動しました。自分が海外に

いって、そこで自分達のために自分達の言葉で歌を歌ってもらったら誰でもすごく嬉しいと思います。フィリピンのおもてなし

とフィリピン人の優しさを感じました。わたしも、言葉が違うということで、誤解を招いたり、すごく悩んだりすることがあり

ます。もしかしたら、このおもてなしはみなさんにとっては小さなことのように感じるかもしれません。でも、外国語を学ぶ難

しさやうまく伝わらないもどかしさなどをここで痛感している私にとっては、すごく心に響く出来事になりました。 


